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４．地図から見た経年変化 

 本節では、八王子市全体の中で各地域の人口構造がどのように変化していくのかについて、

2005 年から 2010 年、2010 年から 2030 年、2030 年から 2050 年という３つの期間における人口

の増加率と、2010 年、2030 年、2050 年における年齢３区分の割合を地図上に表すことで、各

地域の人口構造がどのように変化していくかを示す。なお、同じ種類、年代の地図であっても、

地域区分が異なるものについては、色分けを行うためのスケールの数値区分に違いがある。こ

れは、より詳細な区分である 14 地域ごとの特性を鮮明に描き出すために行った。 

 

（１）人口増加率（2005 年⇒2010 年） 

図表 3‐21‐1 人口増加率（2005 年⇒2010 年） ６地域 

 
 

 

 

図表 3‐21‐2 人口増加率（2005 年⇒2010 年） 14 地域 

 【14 地域】由井地域の人口増加率が高く、北野地域は低い。同じ東南部地域の中で差異が 

見られる（図表 3‐21‐2）。 

【６地域】東部地域と東南部地域の人口増加率が高く、西部地域と西南部地域、中央地域の

人口増加率は低い（図表 3‐21‐1）。 
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（２）人口増加率（2010 年⇒2030 年） 

図表 3‐22‐1 人口増加率（2010 年⇒2030 年） ６地域 

 

 

 

 

図表 3‐22‐2 人口増加率（2010 年⇒2030 年） 14 地域 

 【14 地域】由井と北野の両地域、浅川と横山の両地域で人口増加率が大きく異なるなど、 

それぞれ東南部地域、西南部地域の中で差異が見られる。（図表 3‐22‐2）。 

【６地域】東部、東南部、北部の各地域で人口が増加している一方、西部、西南部、中央の 

各地域では人口が減少している（図表 3‐22‐1）。 
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（３）人口増加率（2030 年⇒2050 年） 

図表 3‐23‐1 人口増加率（2030 年⇒2050 年） ６地域 

※全ての地域で、2030 年から 2050 年にかけて人口は減少する。 

 

 

 

図表 3‐23‐2 人口増加率（2030 年⇒2050 年） 14 地域 

 

 

【14 地域】横山地域の人口減少幅が大きい一方、同じ西南部地域である浅川地域の人口減少

幅は比較的小さく、同じ西南部地域の中で差異が見られる（図表 3‐23‐2）。 

【６地域】東南部と北部の両地域における人口減少幅が比較的小さい（図表 3‐23‐1）。 


